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本日、愛媛大学大学院連合農学研究科設立３０周年記念式典が盛大に開催されますことを、心か

らお喜び申し上げます。 

貴研究科におかれましては、昭和６０年に愛媛大学、香川大学、高知大学の農学部が連携し設立

されて以来、個々の大学だけでは困難な幅広い分野にわたる水準の高い教育・研究はもとより、留

学生特別コースの創設による国際社会への貢献など、先見性と独創性にあふれる取り組みを展開さ

れ、社会に有為な人材を数多く輩出されてきました。 

そして、このたび設立３０周年を迎えられましたことは、誠に御同慶の至りであり、歴代学長を

はじめ、関係者の皆様の熱意とたゆまぬ御努力に対し、深く敬意を表します。 

さて、県におきましては、活力ある個性豊かな地域社会の形成・発展に向け、さまざまな分野に

おいて愛媛大学との連携・協力を進めて参りましたが、地方への「ひと」の集積や人材供給、産官

学の共同研究などの面において、地元大学の果たす役割はますます重要となっています。 

このため、先般策定した本県の「人口ビジョン・総合戦略」におきましても、愛媛大学を重要な

パートナーと位置付け、更なる協働を図っていきたいと考えております。 

もとより、本県の基幹産業である農林水産業においては、愛媛ブランド牛やスマの養殖技術の開

発、鳥獣害防止対策、森林環境管理特別コースの設置など、愛媛大学と手をたずさえて、多くの成

果を挙げてきたところですが、今後とも、連携強化によるイノベーションを進め、農林水産業の成

長産業化に向けて全力で取り組んで参る所存ですので、皆様方におかれましては、設立３０周年を

契機に、相互の結束を一層強固なものとされ、更なるお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 

なお、現在開催中の「ゆるキャラグランプリ」で、我らが「みきゃん」が「てっぺん」獲得に挑

戦しております。他のキャラクターの追い上げもあって、最後まで気が抜けない状況が続くことと

思いますが、みきゃんが優勝すれば、本県の活性化や２年後の「愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大

会」の盛り上げなどに大きくつながりますので、ぜひ１１月１６日のインターネット投票終了まで、

これまで以上に熱い応援をよろしくお願いします。 

終わりに、愛媛大学大学院連合農学研究科の限りない御発展と、御出席の皆様方のますますの御

健勝、御活躍を祈念申し上げまして、祝辞といたします。 

 

 

平成２７年１０月３１日     
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